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昭和62年

7月

閥0179号 昭和62年7月1日
男5，314人　女5，365人

世帯数2，806

　一ぼくはミ白バイ隊≧一

　6月1日、南小で交通安全教室が
開かれ全校生徒が参加しました。

　1年生は父兄と道路の横断のしか

たの勉強をし、正しい交通ルールを

身につけました・終了後に白バイに
乗せてもらった子供たちは大喜びで
した。

〔6月1日現在人口〕
計10，679人

●発行所

●発行人

埼玉県大里郡江南町役場

江南町長　柴田忠雄
●電話0485（36）1521
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講

七
議
案
を
原
案
可
決

議
会
議
員
定
数
減
少
条
例
可
決

　
昭
和
六
十
二
年
第
二
回
江
南
町
議
会

定
例
会
が
、
六
月
三
十
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
回
の
定
例
議
会
で
は
、
地
方
税
法

の
改
正
に
よ
る
条
例
改
正
や
南
小
改
築

工
事
請
負
契
約
の
締
結
、
議
員
提
案
に

よ
る
議
会
議
員
の
定
数
を
改
正
す
る
条

例
を
含
め
七
議
案
が
上
程
さ
れ
慎
重
審

議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可

決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第2回町議会定例会

○
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

　
つ
い
て
　
　
　
　
（
原
案
承
認
）

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
が
本
年
四
月

一
日
に
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
町

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
専

決
処
分
し
た
も
の
で
主
に
、
た
ば
こ
消

費
税
の
税
率
の
特
例
の
延
期
を
六
十
二

年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
も
の

で
す
。

○
江
南
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
【

　
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
う
課
税
基
準

額
等
の
改
正
、
及
び
保
険
給
付
費
に
見

合
っ
た
保
険
税
予
算
額
を
徴
収
確
保
す

る
た
め
に
、
税
率
を
改
正
い
た
す
も
の

で
す
。

○
江
南
町
葬
斎
給
付
条
例
の
一
部
を
改

　
正
す
る
条
例
　
　
（
原
案
可
決
）

　
葬
斎
に
際
し
て
、
町
民
の
火
葬
に
関

す
る
経
費
負
担
の
軽
減
を
は
か
る
た
め
、

葬
斎
給
付
金
の
支
給
額
を
一
万
八
千
円

を
三
万
八
千
円
に
、
た
だ
し
十
五
歳
末

満
の
遺
体
一
体
に
つ
い
て
は
一
万
三
千

円
を
一
万
八
千
円
と
改
正
い
た
す
も
の

で
す
。

○
江
南
町
議
会
委
員
会
条
例
の
【
部
を

　
改
正
す
る
条
例
　
　
（
原
案
可
決
）

　
議
員
提
案
に
よ
る
も
の
で
、
江
南
町

の
課
設
置
条
例
の
一
部
改
正
が
行
わ
れ

た
こ
と
に
と
も
な
い
、
及
び
標
準
議
会

委
員
会
条
例
の
改
正
に
よ
る
も
の
で
す
。

○
江
南
町
議
会
の
議
員
定
数
を
減
少
す

　
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
議
員
提
案
に
よ
る
も
の
で
、
社
会
情

勢
の
変
化
、
住
民
の
要
望
を
ふ
ま
え
、

卒
先
し
て
議
会
の
効
率
化
を
図
る
べ
く
、

議
員
定
数
を
二
十
二
人
（
法
定
数
二
十

六
人
）
を
二
十
人
に
改
め
る
も
の
で
す
。

規
則
の
改
正

○
江
南
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改

　
正
す
る
規
則
　
　
（
原
案
可
決
）

　
議
員
提
案
に
よ
る
も
の
で
、
議
会
の

活
発
化
、
合
理
化
、
能
率
的
運
営
を
目

指
し
て
標
準
会
議
規
則
が
改
正
さ
れ
た
。

　
当
町
議
会
に
お
い
て
も
こ
の
改
正
に

合
せ
、
一
層
の
進
展
を
図
る
た
め
の
も

の
で
す
。

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
江
南
南
小
学
校
校
舎
改
築
工
事
に
つ

い
て
工
事
請
負
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

〔
契
約
の
方
法
〕
指
名
競
争
入
札

〔
契
約
金
額
ご
一
二
〇
、
O
O
O
千
円

〔
契
約
の
相
手
方
〕

　
　
古
郡
・
小
林
組
特
別
共
同
企
業
体

〔
工
期
〕
契
約
の
日
か
ら
昭
和
六
十
三

年
二
月
二
十
日
ま
で

）

）

南小完成予想模型
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楽しい思い出づくりは交通安全から

夏休みの解放感が事故をよぶ

◇◇◇◇◇◇◇◇

　
　
　
（

　
い
よ
い
よ
子
供
た
ち
に
と
っ
て
待
ち
に
待
っ
た
夏
休
み
。
海

に
山
に
子
供
た
ち
の
歓
声
が
あ
ふ
れ
る
季
節
で
す
。

　
し
か
し
、
夏
休
み
に
入
る
と
毎
年
、
子
供
た
ち
の
交
通
事
故

が
増
え
て
い
ま
す
。
長
い
休
み
の
解
放
感
か
ら
気
持
ち
が
ゆ
る

み
、
ふ
だ
ん
身
に
つ
け
て
い
た
交
通
安
全
の
ル
ー
ル
を
忘
れ
が

ち
に
な
る
か
ら
で
す
。

　
そ
こ
で
ぜ
ひ
お
子
さ
ん
た
ち
と
、
交
通
遼
全
に
つ
い
て
も
う

い
ち
ど
、
じ
っ
く
り
と
話
し
あ
い
の
機
会
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

大
人
の
理
解
で
き
な
い
動
き
を
す
る

　
子
供
は
、
大
人
が
考
え
つ
か
な
い
よ

う
な
行
動
を
と
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
子
供
、
と
く
に
幼
児
の
行
動
特
性
を

挙
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
ひ
と
つ
の
も
の
に
関
心
が
向
く
と
周

囲
の
も
の
が
目
に
入
ら
な
く
な
る
。

●
手
を
挙
げ
れ
ば
、
ク
ル
マ
は
止
ま
っ

て
く
れ
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

●
「
危
な
い
よ
」
．
と
い
う
よ
う
な
抽
象

的
な
言
葉
だ
け
で
は
、
ほ
ん
と
う
の
危

◇◇◇◇◇◇◇◇

険
が
わ
か
ら
な
い
。

●
い
つ
も
通
る
道
路
で
は
交
通
ル
ー
ル

を
守
れ
て
も
、
初
め
て
通
る
道
路
で
は

守
れ
な
い
。

●
物
か
げ
で
遊
ぶ
の
が
好
き
。

　
こ
う
し
た
特
性
を
心
に
と
め
て
、
自

分
の
子
供
の
個
性
や
心
身
の
発
達
に
応

じ
て
、
お
母
さ
ん
が
具
体
的
に
手
本
を

示
し
て
指
導
す
る
こ
と
が
何
よ
り
大
切

で
す
。

　
　
　
　
　
　
（

　
（具
体
的
な

　
　
指
導
ポ
イ
ン
ト

　
そ
こ
で
ぜ
ひ
指
導
し
て
い
た
だ
き
た

い
ポ
イ
ン
ト
を
簡
単
に
ま
と
め
て
み
ま

し
ょ
う
。

■
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は

●
横
断
歩
道
で
は
、
必
ず
い
っ
た
ん
止

ま
っ
て
左
右
を
確
認
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
教
え
ま
し
ょ
う
。

●
信
号
が
青
で
も
、
横
断
歩
道
上
は
左

折
車
か
右
折
車
が
通
呑
こ
と
を
教
え
ま

し
ょ
う
。

■
自
転
車
の
安
全
な
乗
り
か
た
は
ー

●
道
路
の
左
端
を
正
し
く
走
る
こ
と
を

徹
底
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

●
自
転
車
の
通
行
で
き
る
歩
道
で
は
歩

行
者
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
ゆ
っ

く
り
と
走
る
こ
と
を
実
行
さ
せ
て
く
だ

さ
い
。

■
遊
ぶ
場
所
の
安
全
チ
ェ
ッ
ク
を
1

　
遊
び
場
の
安
全
性
を
事
前
に
お
母
さ

ん
が
自
分
の
目
で
確
か
め
て
み
る
こ
と

で
す
。

　
と
く
に
遊
び
に
夢
中
に
な
っ
て
道
路

へ
飛
び
だ
し
、
ク
ル
マ
に
は
ね
ら
れ
る

事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら

注
意
し
て
沿
く
こ
と
が
肝
心
で
す
。

　
そ
し
て
遊
び
場
ま
で
の
往
復
道
路
は

子
供
と
一
緒
に
歩
き
、
横
断
の
仕
方
や

危
険
な
場
所
を
具
体
的
に
教
え
ま
し
ょ

う
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を
忘
れ
ず
に

　
夏
は
暑
さ
の
た
め
に
子
供
た
ち
も
く

た
く
た
に
疲
れ
て
い
る
と
き
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
注
意
力
が
散
漫
と
な
り
、

思
い
が
け
な
い
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
夏
休
み
は
、
ク
ル
マ
で
帰
省
し

た
り
海
・
山
に
行
く
機
会
も
多
く
な
り

ま
す
が
、
子
供
を
交
通
事
故
か
ら
守
る

た
め
に
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
も

心
が
け
た
い
も
の
で
す
。

　
子
供
に
は
、
後
部
座
席
で
二
点
式
べ

，
蕪
饗
窯撫

麟
綴
㌶

ル
ト
を
着
用
さ
せ
る
か
、
子
供
用
保
護

装
置
な
ど
を
用
い
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
楽
し
い
夏
休
み
の
思
い
出
を
た
く

さ
ん
残
す
た
め
に
、
ぜ
ひ
交
通
安
全
に

つ
い
て
お
考
え
く
だ
さ
い
。

塾
鄭
嶋

　
　
　
観
．
瓢
　
、
、
、
難
瀦
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昭
和
六
十
二
年
度
の
生
徒
指
導
対
策

委
員
会
の
仕
事
と
組
織
が
次
の
よ
う
に

決
ま
り
ま
し
た
。

　
地
域
ぐ
る
み
で
、
青
少
年
の
健
や
か

な
成
長
・
発
達
を
は
か
る
た
め
、
本
年

生徒指導対策委員会

～青少年の健全育成を願って～

生徒指導対策委員会組織・連絡網（唇，口轟代昊）

）

）’

）

班Nα　氏　　名　　　地　　　域　　　備　　　　考　　電　話 班Nα　氏　　名　　　地　　　域　　　備　　　　考　　電　話

成　　　沢（上） 野　　　　　　原

1

1 井出クニ 押切2566－3 民生・児童委員 36－2406 12①水野光好野原838－2　　民生・児童委員　36－2365

2 船橋庫之 〃　2527－9 保　　護　　士 36－3804 小　江　川（東）

③ 曽田シン 〃　2460－6 南小P副会長 36－0559 13①井上和子小江川727　　　民生・児童委員　36－3644

4 佐藤与誌郎 〃　2459 南小P補導副部長 36－1293 小　江　川（西）

成　　　沢（下）

14

1 寺山トモ 小江川1781 民生・児童委員 36－1980

2
① 馬場正一郎 成沢490－2 民生・児童委員 36－3505 2 寺山通夫 〃　2104－2 南小P補導部長 36－1349

2 相楽文雄 〃　500 御正駐在官 36－4891 3 大久保絹江 〃　1869－1 幼　P　会　長 36－4698

三　　　　　本 ④ 大谷　　勉 〃　1865－1 小原駐在官 36－5336

3

1 長谷川高雄 三本1896 民生・児童委員 36－2180 5 野本善司 〃　1574 熊谷農高校 36⊥1582

2 野口俊雄 〃　1604 江中P副会長 36－3758 6 橋本寿夫 〃　2159’ 学識経験者 36－2194

3 小柴　　清 〃　1927－2 川　本　高　校 36－1168 塩

④ 小柴文代 〃　1927－2 婦　人　会　長 36－1168 15①飯島義夫塩65　　　　　民生・児童委員　36－2650

上　　新　　田 板　　　　　　井

4
① 柴田定江 上新田150 民生・児童委員 36－0146

16
1 宇治川正忠 板井704 民生・児童委員 36－2240

2 新井武寿 〃　101－1 保　　護　　司 36－0728 ② 小沢八郎 〃　697 保　　護　　司 36－2261

押　　　切（上） 柴

5①新井久平　三本1997－3　民生・児童委員　36－2451 17①柴サッエ　柴150　　　　民生・児童委員　36－0930

押　　　切（下） 千　　　　　　代

6
① 大島　　清 押切370 民生・児童委員 36－2373

18

① 上杉　　正 千代600 民生・児童委員 36－1900

2 大島和江 〃　369 江中P補導副部長 36－2668 2 山根節子 〃　113－4 北小P副会長 36－4021

樋　　　春（南） 3 佐藤武夫 〃　205 江中P補導部長 36－3451

7
① 滝田孝夫 樋春312 民生・児童委員 36－3930 4 富田宗平 〃　370－2 学識経験者 36－1580

2 高田　　清 〃　326 学識経験者 36－1884 学校・幼稚園
樋　　　春（北）

19

1 佐久間義雄 南　　小 校　　　　　　長 54－7748

8
1 小島貴一 樋春996 民生・児童委員 36－4497 2 馬場裕子 〃 生徒指導主任 83－2463

② 笠原尚子 〃　1015 青少年育成推進委員 36－0326 3 塚本正雄 北　　小 校　　　　　　長 36－1646

御正新田（坂上） 4 宇治川彰一 〃 生徒指導主任 36－2240

9

① 水野龍夫 樋春1952 民生・児童委員 36－1174 5 蟄田春吉 江　　中 校　　　　　　長
（0493）

56－2942

2 栃沢りう 御正新田1114－1 保　　護　　司 36－3919 6 須藤　　隆 〃 生徒指導主任 22－3256

3 鈴木春代 〃　　1137－6 北小P補導副部長 36－4689 7 寺山寛一 幼稚園 園　　　　　長 36－1980

4 折川高一 〃　　1067－2 学識経験者 36－2655 8 古沢多実子 〃 教　務　主　任 33－0607

御正新田（坂下）
●教育委員会（36）5468

●南小（36）1305　●江　中（36）1335

●北．小（36）1389　●幼稚園（36）3373

10
1 松本はっ枝 御正新田335 民生・児童委員 36－0645

② 橋本陽子 〃　　234 北小P補導部長 36－2197

須　　賀　　広

11①吉田朋信　須賀広535－2　民生・児童委員　36－3497
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度
も
つ
ぎ
の
か
た
が
た
を
中
心
に
推
進

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
腰
い
い

た
し
ま
す
。
な
お
、
正
・
副
委
員
長
及

び
事
業
計
画
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
委
員
長

○
副
委
員
長

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

生徒指導対策委員会年間事業実施計画

寺
山
　
寛
一

船
橋
廣
之

宇
治
川
正
忠

高
田
　
　
清

小
柴
　
　
清

佐
藤
武
夫

佐
々
間
義
雄

塚
本
．
正
雄

賛
田
春
吉

1轟嚢、一

テ＿i　　　（
有
意
義
な
過
ご
し
方
を

　
　
　
　
　
　
親
子
で
考
え
よ
う

7
月
は
青
少
年
を
非
行
か
ら
守
る
全
国
強
調
月
間

　
　
　
　
　
　
子
供
た
ち
に
と
っ
て
、

得
難
い
経
験
の
で
き
る
貴
重
な
時
間
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
そ
の
半
面
、

気
を
つ
け
た
い
の
が
こ
の
時
期
の
過
ご

し
か
た
で
す
。
規
則
正
し
い
学
校
生
活

か
ら
解
放
さ
れ
た
子
供
た
ち
は
気
が
緩

み
が
ち
。
非
行
へ
の
脇
道
に
そ
れ
や
す

い
か
ら
で
す
。

　
七
月
は
「
青
少
年
を
非
行
か
ら
ま
も

る
全
国
強
調
月
間
」
で
す
。
子
供
た
ち

が
夏
休
み
を
有
意
義
に
過
ご
し
、
一
段

と
た
く
ま
し
く
な
っ
て
二
学
期
を
迎
え

ら
れ
る
よ
う
、
非
行
を
寄
せ
つ
け
な
い

夏
休
み
の
過
ご
し
か
た
を
親
子
で
考
え

て
み
た
い
も
の
で
す
。

回 事　業　名　等 日時 会場 対　　象 備　考

1
1．62年度委員会組織
2．年間事業実施計画の検
　討・承認

5／19㈹ 町　民
体育館

・全　委　員
・正副会
長・役割
分担等

ワ
臼
　
　
3
　
　
　
4
　
　
　
5
　
　
　
　
6

1．教育講演会開催準備会 6／2（火〉 〃 ・正副委員長 ・講師確認

1。非行防止パンフ原案検
討

6／16（火〉
〃
・正副委員長
・各校生指主

1．　　　　　　〃 6／25（木） 〃 〃

1。幼、小、中校・教委合
　同研修会準備打合会

6／26働 〃
・委　員　長
・各校体育主任

1．青少年健全育成教育講
　演会

7／8（水） 南　小
（体育館）

・全　委　員
・町内全保護者

7
　
　
　
　
　
8
　
　
　
　
　
9

1。非行防止パンフの配布

7／13（月）

　～
7／18（土）

・町内全戸

1．夏季休養中の生徒指導
2．親子のっどい実施計画
　　　（各幼、小、中）
3．情報交換（各校・地域）

7／10③ 町　民
体育館

・全　委　員

1、各幼、小、中校・教委
　合同研修会

7／20（月）
〃
・町内幼、小、中

教委等全教職員

10 1．地域環境浄化運動週間

8／11（火）

　～
8／17（月）

・町内全地域

11
1．夏季休養中の指導反省会
2．親子のっどい実施状況
3．浄化運動実施反省

9／11（金） 町　民
体育館

・全　委　員

12 1．委員研修会準備会 10／9（金） 〃 ・正副委員長 ・講師依頼

13 1．研　修　会
11／12

㈲
〃 ・全　委　員

14 1．冬季休業中の生徒指導 12／11㈹ 〃　　’ ・全　委　員

15 1．62年度事業反省
2。63年度事業計画

2／26（金） 〃 ・正副委員長

16
1．春季休業中の生徒指導．
2．62年度事業の反省
3．63年度事業計画にっいて

3／22（火） 〃 ・全　委　員

※上記以外に各地域・各校の事態・動向によっては、臨時に事業を加えることもある

※常時「生徒指導対策委員証」の活用を図る。

「（N

（

家
族
で
守
る

　
　
生
活
の
リ
ズ
ム

　
暑
さ
の
厳
し
い
夏
は
、
生
活
の
パ
タ

ー
ン
が
”
夜
型
”
に
な
り
が
ち
で
す
。

　
一
度
生
活
の
リ
ズ
ム
が
狂
っ
て
し
ま

う
と
、
な
か
な
か
元
に
は
戻
り
に
く
い

も
の
。
二
学
期
が
始
ま
っ
て
も
、
夜
ふ

か
し
や
遊
び
ぐ
せ
が
抜
け
な
い
、
と
い

う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
自
由
な
時
間
を
の
ん
び
り
過
ご
す
の

も
夏
休
み
な
ら
で
は
の
楽
し
み
で
す
が
、

少
な
く
と
も
生
活
の
リ
ズ
ム
だ
け
は
崩

さ
な
い
よ
う
、
家
族
全
員
が
規
則
正
し

い
生
活
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

家
族
の
一
員

と
し
て
の
役
割
を

　
欲
し
い
物
は
何
で
も
手
に
入
る
恵
ま

れ
た
社
会
環
境
の
中
で
、
わ
が
ま
ま
い

っ
ぱ
い
に
育
て
ら
れ
た
子
供
た
ち
ー
。

　
彼
ら
に
一
番
欠
け
て
い
る
も
の
は
、

自
立
心
と
忍
耐
力
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
夏
休
み
を
契
機
に
、
親
は
子
供
へ
の

甘
や
か
し
や
無
関
心
を
排
除
し
、
自
分

の
身
の
回
り
の
こ
と
仁
責
任
を
持
た
せ

た
り
、
家
事
労
働
を
分
担
さ
せ
る
よ
う

に
し
た
い
も
の
で
す
。
子
供
は
、
家
族

の
一
員
と
し
て
の
役
割
を
与
え
ら
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
自
覚
と
責
任
を
持
つ

よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

夏
休
み
な
ら
で
は
の
計
画
を

　
　
　
最
後
ま
で
や
り
抜
こ
う

　
無
計
画
な
姿
勢
で
夏
休
み
を
迎
え
る

と
、
そ
の
日
そ
の
日
を
た
だ
何
と
な
く

過
ご
す
だ
け
の
毎
日
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　
不
得
手
な
科
目
を
集
中
的
に
勉
強
し

た
り
、
本
を
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
読

む
、
と
い
っ
た
生
活
プ
ラ
ン
を
立
て
、

最
後
ま
で
や
り
抜
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

　
親
は
子
供
の
自
主
性
や
意
見
を
で
き

る
だ
け
尊
重
し
な
が
ら
、
応
援
し
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
夏
休
み
は
、

レ
ジ
ャ
ー
や
家
族
旅
行
な
ど
、
親
子
の

ふ
れ
あ
う
機
会
が
多
い
も
の
で
す
。
夏

休
み
な
ら
で
は
の
ふ
れ
あ
い
や
対
話
を

通
し
て
、
望
ま
し
い
親
子
関
係
を
育
て

た
い
も
の
で
す
。

　
親
子
の
間
に
信
頼
関
係
が
あ
れ
ば
、

「
親
を
困
ら
せ
た
く
な
い
」
と
い
っ
た

気
持
ち
が
子
供
の
心
に
芽
生
え
、
そ
れ

が
非
行
化
の
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
抑
止

力
に
な
る
の
で
す
。



（6）広報こうなん 昭和62年7月6日

’）

’）

、、灘鰻’蜥

苧鐵遭、

離灘難

　　　　　　　　江南南小サッカースポーツ少年団堂々3位　　　〔下林大氏撮影〕
　6月2i日、浦和市仲町小グランドで行われた第11回全日本少年サッカー県
大会で、江南南小サッカースポーツ少年団が堂々3位入賞し、また、敢闘賞
に選ばれ8月22日、23日の両日、千葉市で開かれる関東大会に出場しま告。
将来が楽しみですね。

　　　　　　　　　788さいたま博の表敬訪問隊が来訪
　　　　’88さいたま博の表敬訪問隊が6月9日、当町を表敬訪問
　　　しました。
’）　　訪問隊は、ミスさいたま博や6人の女性ライダー、ステー
　　　ジカーなどから編成。町長代理の今井助役にキャンペーン
　　　のメッセージや、マスコット人形を渡し、協力を求めました・

）

　　　　　　　　　元気に水あそび
　幼稚園の庭に作られたプールでは、子供たちが元気に
水あそびをしています。夏の太陽のもと、ジャブジャブ
水のかけっこ。とても楽しそうですね。

　　　　　町民野球大会優勝は三本チーム
　6月7日、14日町民野球大会が中学校グランド、千代
グランドで行われました。真夏のような日ざしの中で各
チームとも日頃の練習の成果をだしあった結果、優勝は
三本チーム、準優勝は御正第2チームでした。

　　　　　　　　　町民卓球大会
　5月34日、町民体育館を舞台に、第8回江南町民卓球
大会が開催されました。熱戦の末、個人では男子は橋本
忠雄さん、女子は前川キミ子さんが優勝しました。また、
団体ではヂーゼル機器チームが優勝しました。
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児
童
扶
養
手
当
制
度
や

特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度
が
あ
り
ま
す

　
父
親
の
い
な
い
児
童
・
精
神
又
は
身

体
に
障
害
が
あ
る
児
童
を
（
家
庭
に
お

い
て
）
育
て
て
い
る
人
の
た
め
に
、
児

童
扶
養
手
当
制
度
・
特
別
児
童
扶
養
手

当
制
度
が
あ
り
ま
す
。

◎
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
人

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
十
八
歳

未
満
の
児
童
、
又
は
二
十
歳
未
満
で
障

害
の
あ
る
児
童
を
養
育
し
て
い
る
母
親

又
養
育
者
で
す
。
　
（
外
国
人
も
受
け
ら

れ
ま
す
。
）

●
父
母
が
離
婚
し
た
児
童

●
父
が
死
亡
し
た
児
童

●
父
が
一
定
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
児

交
通
止
め
の
お
知
ら
せ

　
長
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
、
成
沢

地
内
町
道
一
一
一
号
線
（
下
図
）
に
掛
る

吉
野
川
添
二
号
橋
（
通
称
メ
ガ
ネ
橋
）
が

埼
玉
県
熊
谷
土
木
事
務
所
に
よ
り
、
掛

替
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
長
い
間
、
水
害
等
で
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
し
た
が
、
今
後
は
解
消
さ

れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
橋
梁
掛
替
工
事
の

た
め
交
通
止
と
な
り
ま
す
の
で
ご
協
力

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
童
●
父
に
一
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児

　
童
●
そ
の
他
の
理
由
で
父
と
生
計
を
同
じ

　
く
し
て
い
な
い
児
童

※
次
の
場
合
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

●
一
定
額
以
上
の
所
得
の
あ
る
人

●
公
的
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

　
場
合
（
母
子
年
金
・
遺
族
年
金
な
ど
）

●
児
童
福
祉
施
設
（
母
子
寮
・
通
園
施

　
設
は
の
ぞ
く
。
）
に
児
童
が
入
所
し
て

　
い
る
場
合

◎
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
人

　
精
神
又
は
、
身
体
に
障
害
が
あ
る
二

十
歳
未
満
の
児
童
を
家
庭
に
お
い
て
育

て
て
い
る
人
。
　
（
外
国
人
も
受
け
ら
れ

ま
す
。
）

　
障
害
が
あ
る
児
童
と
は
、
精
神
の
障

害
の
場
合
は
、
一
人
で
は
全
く
日
常
生

活
が
で
き
な
い
か
著
し
く
制
限
さ
れ
る

程
度
の
と
き
、
．
身
体
の
場
合
は
お
お
む

ね
身
体
障
害
者
手
帳
一
・
二
級
又
は
三

級
程
度
の
と
き
を
い
い
ま
す
。

※
次
の
場
合
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

●
一
定
額
以
上
の
所
得
が
あ
る
人

●
児
童
が
障
害
に
よ
る
公
的
年
金
を
受

　
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合

●
児
童
福
祉
施
設
等
（
通
園
施
設
は
の

　
ぞ
く
）
に
児
童
が
入
所
し
て
い
る
場

合
　
詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
福
祉
係

　
姪
三
六
－
一
五
二
一
　
内
線
二
二
四

　　　　　　　　至
　　　　　　　　樋
江南農協本所 春 N

牟
至川本　県道富田 熊谷線　至熊谷

E二
卿赤城神社

和田吉野川 和田吉野川

ジヤスト

倉
工
事
箇
所

畷江南町浄水場

浬」［二二＿

広

交通止期間　昭和62年7月5日から
　　　　　　昭和62年8月31日まで

（
（

　
埼
玉
県
警
察
で
は
、
七
月
中
、
次
の

日
程
で
「
行
方
不
明
の
人
を
捜
す
相
談

所
」
を
開
設
し
ま
す
。
家
族
、
親
戚
、

友
人
等
が
家
出
し
、
い
ま
だ
に
行
方
が

分
か
ら
な
い
か
た
が
い
ま
し
た
ら
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

行方不明の人を捜す相談所開設日程

月日（曜） 開設場所 月日（曜） 開設場所
7月13日（月） 浦和西警察署 7月20日（月） 川越警察署
14日（火） 川口警察署 21日㈹ 所沢警察署

15日㈱ 蕨警察署 22日㈹ 越谷警察署
16日（木） 朝霞警察署 23日休） 草加警察署

17日㈹ 大宮警察署 24日働 熊谷警察署

　
期
間
中
（
日
曜
日
を
除
く
）
は
、
埼

玉
県
警
察
本
部
鑑
識
課
（
県
庁
第
二
庁

舎
八
階
）
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
開
設
時
間
は
、
平
日
午
前
九
時
か
ら

午
後
五
時
（
土
曜
日
は
正
午
）
ま
で
で

す
。
　
◎
問
合
せ
　
熊
谷
警
察
署
鑑
識

係
盈
二
一
I
O
O
四
二

…
五
七
四
）
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
．

晶
剣
道
教
室
の
開
催

mm晶
　
　
「
剣
友
会
」
の
ご
協
力
で
、
次
の
と

昂
お
り
剣
道
教
室
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

晶陥
　
多
数
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

昂晶
て
い
ま
す
．

晶
期
日
　
八
月
三
日
（
月
）
か
ら
八
日
（
土
）

晶晶
　
　
ま
で
の
五
日
間

晶晶
時
間
　
午
後
七
時
よ
り
午
後
九
時
三
十

晶胡
　
　
分
ま
で

晶
場
所
　
江
南
町
民
体
育
館

晶
晶
講
師
剣
友
会

晶
聞
合
せ
　
江
南
町
教
育
委
員
会

晶晶
　
剣
友
会
に
入
っ
て

晶晶
　
剣
道
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！

晶晶晶
　
江
南
町
は
、
む
か
し
か
ら
武
道
の
盛

晶
ん
な
と
こ
ろ
で
す
か
ら
、
A
7
で
も
剣
道

昂
を
経
験
し
た
か
た
が
多
数
お
ら
れ
る
と

吊晶
思
い
ま
す
。

晶晶
　
こ
の
た
び
、
剣
道
を
愛
す
る
有
志
で

昂
町
の
剣
道
を
盛
ん
に
す
る
た
め
「
剣
友

昂晶
会
」
を
設
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

昂昂
　
剣
道
を
や
っ
て
み
た
い
小
学
四
年
生

晶晶
以
上
の
一
般
の
男
．
女
の
か
た
、
剣
道

m
を
楽
し
み
た
い
か
た
、
ぜ
ひ
「
剣
友
会
」

昂晶
へ
入
っ
て
く
だ
さ
い
。
多
数
の
入
会
を

吊陥
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

m
　
（
入
会
申
込
は
）

晶晶
　
七
月
二
十
日
（
月
）
ま
で
に
江
南
町
教

陥昂
育
委
員
会
（
三
六
ー
五
四
六
八
）
か
、

昂晶
剣
友
会
代
表
、
持
田
包
雄
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　　　　教育相談

　教育委員会では、毎週火曜日
（祝祭日はのぞく）午後1時より
3時までの間、教育相談をお受け　i
しています。

　お子さんの教育上のことでお困　i
りのことがありましたら、お気軽　i

にご相談ください。
　費36－5468（直通）

　智36－1521（内線237）

　行政・心配ごと相談
　日常生活での困りごとや、行政　i

への不満等のあるかた、毎月第4
火曜日にご相談に応じております。i

　どうぞ、お気軽にお出かけくだ　i
さい。

■日　時
　7月28日（火）

　9時30分～正午まで

　夏期資金は国民公庫で

　国民公庫では、夏期資金として、i

中元・ボーナス資金等の事業資金　1
のお取扱いをしております。
　貸付利率は年5．2％に引き下げ　i
られ、大変利用しやすくなってお　i

りますので、ご希望のかたは、お　i
早めにご相談ください。
※融資限度額　　2，700万円以内
　（設備資金は4，000万円以内）

※融資期間　運転資金　7年以内　i
　　　　　設備資金　15年以内　i

※基準利率　年5．2％
　ただし、ご融資期間が、運転資　i

金で5年を超えるもの、設備資金i
で10年を超えるものについては、
O．1％の巾で上乗せになります。
　このほか、業務や資金の使いみ　i

ちにより、いろいろな融資制度が　i
あります。

■問合せ
　商工会または国民金融公庫熊谷　i

支店へ（台0485－21－2731）

　お気軽に、ご相談ください。

i■費用　　　　　　　　　　i
i　受講料無料、ただしテキスート代i

iとして約3千円　　　　　　　　l
i■申込み
i　7月18日までに熊谷地区消防本　i
i部予防課へ　費22－4444　　　　　i

i※甲種防火対象物とは　　　　　　i
，　特定用途に供される防火対象物i
　で延面積300平方メートル以上i
i　収容人員30人以上、非特定用途i

　に供される防火対象物で延面積i
i　500平方メートル以上、収容人　i
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